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研修時間 

１５分間 

主な内容 

○ 効果的な「指導や支援」について交流し、発達障がいのある子どもへの配慮を含めた学級づくりに

ついての理解を深める研修  

手   順 

準   備 ・「Ⅲ-１ 学級づくり ①指導や支援」のシート 
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２分 １ 研修のねらいの確認 

・発達障がいのある児童に対する配慮を含めた学級づくりの取組について考える。 

１分 ２ 研修方法の説明 

○ 演習方法の説明 

 ・あらかじめ決めた項目についてグループ協議を行う。 
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３分 

３ シートを活用した演習 

① シートへ記入（個人） 

・項目の内容について、現在取り組んでいることを記入する。 

  ※あらかじめどの項目について協議するかを１～２つ決めておく。 

② グループ協議 

  ・３～５人のグループで交流する。 

・項目の取組内容と、関連する課題について出し合い、整理する。 

・実物投映機を使用し、全体で協議内容を交流する。 

③ 今後の方向性の確認（個人） 

・明日から取り組むことを具体的に決定する。 

２分 ４ まとめ・振り返り 

事後の取組 ○ 交流した各グループの内容を基に学級づくりのポイントをまとめ、配付する。 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～学級の雰囲気づくりのための校内研修～ 

 【活用するシート】 
Ⅲ―１ 学級づくり  

    ① 指導や支援  

○ どんなに小さな配慮であっても、効果があった指導や支援についての実践事例を共有し、
学校として方向性をそろえることの重要性を感じました。 

○ 教師の共通した姿勢が大事だと思いました。 

○ 子どものよい面を見つけて、指導に生かしてくことが大切だと感じました。 

ここがポイント！ 

 短時間で研修を進めるため、あらかじめ交

流する項目を決めておくことが重要です。 

ここがポイント！ 

 明日からの実践につなげるこ

とが大切です。 


